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表紙：
状況をイメージしながら、
上の写真をデジタル処理
して作成した画像

写真の素材として上段に示したようなものを用意し、ついで上記
のようにして得たのが表紙のデザイン画像です。スキンケア用
高機能保湿剤などの開発に関しては、素材の写真に示したよう
な例を含めて、皮膚と機能性製品との関わりについてさまざまな
角度から観察・研究しながら、スキンケア製品に最適な機能性素
材製品などを開発しています。
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素材：
溶剤でセラミドなどの細胞
間脂質を強制的に除去した
誘発荒れ肌の走査型電子
顕微鏡写真
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Aquarium」でした。自作の水槽セットにイソギンチャク、
ヒトデ、ウニなどを飼い、ガラス越しに観察し、美しい彩
色をつけて一冊にまとめたものです。しかし現代の水
族館の原型は、1853年イギリス・ロンドンの動物園内
に創設されたフィッシュハウスと言われています。何台
かの水槽を並べて大勢の人に見せるというここのやり
方は人気を呼び、その後ヨーロッパ各地に水族館が
誕生しました。

　日本における最初の水族館は、
1882年（明治15年）東京の上野
動物園に併設された「観魚室（うを
のぞき）」です。建物の外観がど
のようだったかについての記録
は残っていませんが、建坪17.5
坪の部屋に10個の水槽が全長
44尺7寸（13.5m）に渡って並ん
でいました。この開設を契機に、
明治の終わりまでに17の水族館
が作られたことも確認されてい
ます。1885年（明治18年）浅草に
民営の水族館が作られ、これが
「水族館」という名称を用いた初
めての施設ですが、濾過装置も
なく短期間で閉鎖されました。

　そもそも人間が水生生物をガラス水槽に入れて観賞
するようになったのは、いつごろでしょうか？17世紀の
著名な日記作家サムエル・ピープスが、ある家庭のガラス
水槽にパラダイス・フィッシュが飼育されているのを見た
という記述が残っています。また日本では、江戸時代に
金魚玉と呼ばれる小さな鉢に金魚を飼って観賞するのが
流行したと、鈴木克美著「金魚と日本人」に記述されてい
ます。このような書籍から類推すると、遅くとも17世紀頃
までには洋の東西を問わず、ガラス容器に水と小魚を入
れ、ガラス越しに楽しむ風習が普及していたと思われます。

　「水族館」を英語でアクアリウムと言いますが、アクア
リウムには「小水槽」という意味もあり、この言葉が初
めて表れたのは1854年フィリップ・ゴッスの著作「The 

全国に大小100を超える水族館がある日本は、人口あたりの水族館数が
世界一と言われています。近年は見学者を海の中にいるような錯覚に
陥らせる巨大水槽の採用や、自然の海水を使わない内陸の水族館の登場
など、新しいコンセプトを持った水族館が相次いで開業。子どもから年配
の方まで毎年4,000万人もの来館者を迎えています。平均すると日本人
の3人に1人が水族館を訪れた計算になります。レジャースポットとして
も注目され、一見華やかな世界ですが、その陰で活動する飼育員たちの
献身的な仕事も見逃せません。この特集では、水族館の歴史を振り返
りながら、水族館の意外な一面についても紹介します。

「観魚室」の平面図。入口（下方）から
出口（上方）に至る観魚室の左側に
展示水槽が並んでいた。
（出典：宮内庁公文書館）

そもそも人間が水生生物をガラス水槽に入れて観賞
するようにな たのは いつごろでしょうか？17世紀の

ガラス水槽を泳ぐ小魚を眺めて楽しむ

誕生しました。

日本における最初の水族館は、
1882年（明治15年）東京の上野

日本の水族館第一号は上野の「観魚室」

ロンドン動物園のフィッシュハウス（出典：フィッシュマガジン「久田迪夫、１９６６」）

特集

1




